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 滋賀県では、一定規模を超える河川について洪水予報河川や水位周知河川に

指定し、各河川の基準となる水位観測局において避難判断水位等、避難勧告等

の発令の目安となる水位設定を行っている。しかし、近年大きな水害を経験し

ていない本県において、市町が避難勧告等の情報発令を行うタイミングや範囲

等を決定することは容易ではない。そこで、本県では内水氾濫を考慮した氾濫

シミュレーション結果を活用し、市町が避難勧告等の情報発令を判断するため

の資料作成を行っている。具体的には、設定している避難判断水位到達時点や

堤防決壊時の浸水状況等を踏まえ、既往基準の妥当性や注意すべき集落の抽出

等を行っている。今回は現時点の検討結果と課題について報告を行う。 
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